９月２２－２３日静岡県丹野池で第２１回３６－６００全日本大会が開催されました。　

今回より見にくかったウッドデッキ右側のマークが近くに移動されて　とても見やすくなり　前後関係やルームの有り無し等インシデントがほとんどなくなりました。　

１４艇という少し寂しい参加でしたが　皆実力伯仲　誰が優勝してもおかしくなく　ちょっとしたミス風のつかみ方で勝敗が分かれた大会でした。　

予定通り１０時３０分第一レーススタート風は２－３ｍ時々４ｍ位のブローが入るいい順風のようでも左右に触れ回る風でどこからスタートしたらいいのか１５秒位まで迷いに迷う状態　ジャストスタートしても息継ぎする風で車で例えたら信号待ち状態になって後方からの艇に追い越され気がつけば最下位になったりランニング同士の艇が接蝕するレースもありました。　

初日は風に恵まれて１２レース出来ましたが二日目は豪雨のため２レースのみ　初日の貯金のおかげで楽なレースが出来ました。　

優勝出来たのはフリーのチューニングに力を入れていたのがフリースタートになってしまった時にとても役立ったこと。岡田さんを始め強力なレギュラーメンバーが参加されなかった等の幸運に恵まれたためだと思っています。　

来年の大会はもっともっと参加者が増えることを願っています。　

最後に静岡支部丹野池協会の皆様をはじめ楽しいレース開催にご努力いただいた方々にお礼申し上げます。ありがとうございました。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗助　正志
